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  〔 CMJ要旨〕
ラット筋損傷後修復，除痛過程の圧迫療法，
冷却療法による治療効果の差異
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　【目的】ラット筋損傷モデルを用いて圧迫，冷却療法による治療効果を比較した。
　【方法】 8週齢雄性SDラットを用いdrop mass法にてモデル作成し，損傷後 3時間にゴムで損
傷部を30分圧迫した圧迫群（n＝36），氷で損傷部を30分冷却した冷却群（n＝36），未治療群（n＝
36）の 3群について比較を行った。損傷後 3， 6，18，24時間， 3日， 1週， 2週の腓腹筋をHE
染色で評価した。損傷後 3，6，18，24時間の腓腹筋をELISA法にてTNF-αの定量評価を行った。
損傷部にフルオロゴールド（FG）を留置し，損傷後 3日のL4後根神経節でCGRP（疼痛関連ペプ
チド）による免疫組織化学染色を行った。
　【結果】組織では未治療群と比し，圧迫群は損傷後 6時間以降で出血や浮腫が少ない傾向にあっ
た。冷却群は，損傷後 6時間で出血や浮腫は減少するも，損傷後18時間以降で増強した。損傷後 1
週で未治療群は筋組織の壊死が残存するも，圧迫群，冷却群は筋線維修復が認められた。サイトカ
インは，圧迫群は未治療群と比し損傷後 3， 6，18時間共に低値を示した。特に損傷後 6時間で有
意に低値であった（P＜0.05）。冷却群は未治療群と比し損傷後 3，6時間で一過性な上昇を示すも，
損傷後18時間では有意に低下した（P＜0.05）。L4後根神経節でのFG陽性細胞中のFGとCGRPで
二重標識される細胞の割合は，圧迫群，冷却群ともに未治療群と比し有意に低かった（P＜0.05）。
　【考察】圧迫，冷却療法は筋組織修復を促進し，疼痛の遷延化を予防するが，急性期では異なる
経時的変化を示し，組織修復過程に差異がある可能性が示唆された。
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